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・『  』 文献を示す場合に用いる。
・「  」 特定の語句に対する強調を示すために用いる。
・(  )本文中における言語表記・訳語を含む補足事項を示す場合に
用いる。
・【  】 図・譜例を示す場合に用いる。番号は章ごとに新たにする。
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フレーベル (Friedrich Wilhelm August Frёbel、1782‐1852)により築かれ
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も多く存在する。アウフ・タク トと8分の6拍子の例 として、「The Farmerin
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他に、欧米諸国はダンスパーティやフォークダンス等、積極的な男女の交
流があり、それらには音楽が有効な役割を果たしている。子どもの音楽でも
「Skip to my Lou(さぁ、さぁ、スキップしましょう)」 といつた、典型的な
パー トナー選びの遊び歌も存在する。









みられる。また、中国、韓国のわらべ うたは五音音階 (ペンタ トニック)、 ヨ
ナ抜き音階のものが多くみられる (図5)6)。例として、中国の子どもの音楽






















ス 卜節 卜鬱 だ静 勢 ン 絶 け の 機





机 |^禽 輔 ―織 鑢 ― 鱗 施 ―こヾ 鐵 慰憮―油












チェッ チェッ コ リ
リサンサマン ガン サン サ マンガン ,レ サマン ガン ホンマンチエッチエツ
7)前掲書 4)、 p.135




















数の多いものとして、「Ring a Jig」ig(57,000,000回以上、譜例 7)、Wheels













【譜例7 「Ring a Jig Jig」】
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第一項 戦前の 「子 どもの音楽」
江戸末期の文献にも見られるように、わらべ うたは昔から子どもの世界に
あつたものである。 しかし、明治期の小学校や幼稚園では、わらべ うたを教











「保育唱歌 (写真 3、 4)」が作成された。本格的な唱歌遊戯の始まりである。
「保育唱歌」の原本は、雅楽の墨譜である。雅楽の記法で記録されている
ため、邦楽に堪能でなければ理解をするのは難 しい。幸い、これらを五線譜
に直したノー トが残 してあつたため、譜例 9、 10のように、現代でも容易に
理解することができる。
曲数は、異なる歌詞に同じ曲を用いた場合があるので92曲、2番以下で異







【写真3、 4 『保育唱歌』】F _´¨……… ¨
サ'       レ     if
【譜例9、 10 「学道」】
(歌詞)磨かずば 玉も鏡も 何かせむ
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や す ま す う こ く つ か れ も せ ψ 紅
チクタ クチ クタク とけい は うご く
あ れ あ れ と けしヽ
【譜例17「時計」】
チ クタ クチ クタ ク とけ 書ヽ な う _~く


































第二項 戦後の 「子 どもの音楽」
戦後はYMCAによるレクリエーションソングが、ラジオやテレビ放送を通
して広まった。有名な曲として「大きな栗の本の下で」「ごんべさんの赤ちゃ
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まつている。例外として、弱拍始まり (例:花一匁 (譜例 20))や、裏拍から









うまはこしこし な い て も つ よ い う ま は つよ しヽ か ら のつてさんもつよ しヽ
【譜例22 「あんたがたどこさ」抜粋】
…口承による伝承のため、話すリズムが音楽になったと考えられる。




いきたい。 日本語を話したり聴いたりする際、「モーラ (mOra)」とい う時間































第 1節第二項、戦後の 「子 どもの音楽」で述べた 「みんなのうた」には日
本の曲だけでなく、海外の曲が取 り入れられている。「みんなのうた」は 1961





















第 Ⅱ章 子 どもの発達 と音楽の関係
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。「○○つて何 ?」 と尋ね、抽象的な言葉を模倣し獲得する (例:裁判
つて何?愛するつて何?)(5歳)(『子どもと音楽②』より)
35




として断片的に言葉を発するようになる。唱え (チャン ト)から旋律 (ソング)
になる時期が訪れる。断片的に言葉を発する背景として、呼吸器の発達の影響
が考えられる。通常、呼吸数は毎分16～20程度で、呼気時間と吸気時間の長さ































































































































































































第 2節 音楽 的感性 と身体表現 の関係
本節を述べるに当たり、「音楽的感性」について定義づけをおこないたい。






























ぞう、魚」等の歌を使い、表現遊びとして使用 していた (譜例 2)。
【譜例1 「かつこう」】
か,こう か, こう





















































モーラについて先ほど取 り上げた音楽 「ぞ うさん」を参考に、具体的な分





















































応 (Musical Response)」があり、音楽を聴いて感 じたことをただちに表現す
る一連の動きをさしている。この音楽反応は身体を通 して行われるものであ
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ドー ン ドーン トン トン トン
リトミックに似たものとして、「オイリュ トミー (Eurythmie)」について、






アーはペンタ トニックで調弦されている。オイ リュ トミーはシュタイナー教
育の考えに基づきおこなわれているため、シュタイナー教育をおこなう園以
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E 芦川登美子 すぐできる !器楽合奏集 自由現代社 2010
【表3 器楽合奏の本について】


































































関する歌をよく使用 していた。動物以外では、「カナヅチ トン トン (譜例 10)、
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55
動物以外の曲も、リズミカルな心躍るテンポで、シンプルなルールや踊 り、



















































































シンプルな歌詞 と、8分音符が続 くリズムの繰 り返 しのため、子 どもも親 し
みやすい。「エビ !」「カニ !」 とい う声に対応 して、生物の特徴を活かした
ポーズをとり、速さが少 し早くなるところも、盛 り上がるポイン トである。
【譜例14 「エビカニクス」】
碁錢=10




















リズムについて遊びを通 して学ぶ方法として「果物ぱくつ (譜例 16)」をあげ
たい。子どもは食べ物に関する歌や絵本も良く好む。第Ⅱ章第1節の表より、
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以上、身体表現を促す音楽について、簡単にではあるが6つの分類に分け
て述べた。保育経験と今まで述べてきた表や分析 と照らし合わすと、シンプ










第Ⅲ章 実践モデル としての 「遊び歌」の応用・発展
































→   チョキ → パーで








(歌詞)なにつくろう   (歌詞)みぎてはパーで
なにつくろう     ひだりてもパーで








































桃色     黄色





















































































[本琴 〕 回 [本琴 ][_木琴 ][木琴 ]
◇ ◇◇ ◆◇◆◆
銀 盤 ハ ー モ ニ カ
カスタネット (3人)、 タンブリ
トライアングル (3人)、 小太鼓
木琴 (5人)、 シンバル (2人)、


































































































やすくした。4分の3拍子というワルツのリズムと J司」 」 というリズム
を使い、子どもが会話する速さで歌 うことで、生き生きと明るい歌になった。
歌詞は、親 しい人のぬくもりを感 じることが好きな子ども心を活かした内
容にした。誰とでも触れ合 うことで親 しくなれるように、「ハグ (抱つこ)」









      =
は ぐ ちゅ寧 ちゅ争
鐵 ぐ ちゃ會 参かつ
雛 ぐ も簿,事ゅ,
は ぐ ちゅゥ ち摯ゅ
はぐちゅつちゅ









































(歌詞)はぐちゅつちゅ →  はぐちゅつちゅ
/

































ッパー)、 DJ(ターンテーブリス ト)、 グラフィティ、ブレイクダンス」で
ある。本論文では、ブレイクダンスをヒップホップとして述べていきたい。
ビー トについても簡単に述べたい。ビー ト (beat)とは英和辞典で 「拍子
をとる」と書かれている。音楽におけるリズム感のことであり、本論文では
ドラム・ビー トのことを指す。裏拍にアクセン トを置くと、ビー ト感がでる。
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